
① 学校名

② 大学等の設置者 ③ 設置形態

④ 所在地

⑤ 申請するプログラム名称

⑥ プログラムの開設年度 年度 ⑦応用基礎レベルの申請の有無 無

⑧ 教員数 人 人

⑨ プログラムの授業を教えている教員数 人

⑩ 全学部・学科の入学定員 人

⑪ 全学部・学科の学生数（学年別） 総数 人

１年次 人 人

３年次 人 人

５年次 人 人

⑫ プログラムの運営責任者

⑬ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

⑭ プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

⑮ 申請する認定プログラム

連絡先

所属部署名 担当者名

E-mail 電話番号

事務局　教務課　教務・図書担当 川岸　直子

edu@fun.ac.jp 0138-34-6421

評価委員会

（責任者名） 冨永 敦子 （役職名） 教授

認定教育プログラム

（責任者名） 鈴木恵二 （役職名） 教授／副学長

269 ４年次 306

６年次

（責任者名） 鈴木恵二 （役職名） 教授／副学長

データサイエンス・オープンプログラム・運営委員会

11

240

1,088

288 ２年次 225

公立はこだて未来大学・数理・データサイエンス・AI教育プログラム(リテラシーレベル)

令和２

（常勤） 69 （非常勤） 6

北海道 函館市亀田中野町116番地2

様式１

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）　申請様式

公立はこだて未来大学

公立大学法人はこだて未来大学 公立大学
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

授業科目

様式２－○

授業科目

データサイエンス入門

授業科目

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得
るもの」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

プログラムを構成する必修科目（4単位）の取得を修了要件とする。
【必修科目】

① データサイエンス入門（２単位）（１年次学部共通科目・選択科目）
② 情報機器概論（２単位）（１年次学部共通科目・・必修科目）

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結
びついている」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講

開講状況

学部・学科によって、修了要件は相違しない

開講状況開講状況

全学開講

授業科目

データサイエンス入門
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

授業科目

授業科目 授業科目

授業科目

全学開講データサイエンス入門

授業科目

情報機器概論

開講状況

全学開講

全学開講

開講状況授業科目

データサイエンス入門

情報機器概論

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る
上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

開講状況

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

開講状況

全学開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目

データサイエンス入門において，後半第１１～１５回にて応用・研究トピックスでデータ・AI利活用における最新動向を学ぶ

データサイエンス入門において，後半第１１～１５回にて応用・研究トピックスでIoT等を活用したデータ収集に関する最新動向を学ぶ

データサイエンス入門において，後半第１１～１５回にて応用・研究トピックスで様々な分野に関して課題解決に関わる最新動向を学ぶ

選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

講義内容

データサイエンス入門において，「第１回データサイエンス概説」にて，データサイエンスと社会の関わりに
ついて概要を学び，後半第１１～１５回にて応用・研究トピックスでさらに学びを深める
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

様々な分野および社会におけるデータ・AI利活用についての現状や、データを扱う上での留意事項について理解するとともに、人工知能につ
ながる専門分野も含めてデータの取り扱う基礎的能力を身に付ける。

https://www.fun.ac.jp/news/16911

データサイエンス入門において，後半第１１～１５回にて応用・研究トピックスで，課題解決の有効性を学
ぶ．
情報機器概論の第11回. 人工知能・ビッグデータ・機械学習，第12回. 情報技術の社会に対するインパクト
でデータ・AIを活用することによって、どのような価値が生まれているかを知る

データサイエンス入門において，後半第１１～１５回にて応用・研究トピックスで，最新技術動向を学ぶ

データサイエンス入門にて，第2回　Python の基本（条件分岐，繰り返しなど）以降，第10回までのプログラムングと統計，機械学習等の講義とプログラミング演習により，データを説明する

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

データサイエンス入門にて，第2回　Python の基本（条件分岐，繰り返しなど）以降，第10回までのプログラ
ムングと統計，機械学習等の講義とプログラミング演習により，データを適切に読み解く力を養う

データサイエンス入門にて，第2回　Python の基本（条件分岐，繰り返しなど）以降，第10回までのプログラ
ムングと統計，機械学習等の講義とプログラミング演習により，データを扱うための力を養う

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

情報機器概論の第14回. 知的財産権の保護および第15回. 計算論的思考・研究的態度について，において知的財産権，データ倫理等について学ぶ

情報機器概論の第2回. ネットの脅威とセキュリティ，において，情報セキュリティ等について学ぶ
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①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

システム情報科学部 240 960 246 177 252 167 498 52%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 240 960 246 177 252 167 0 0 0 0 0 0 0 0 498 52%

平成29年度 平成28年度 履修者数
合計 履修率

様式３

プログラムの履修者数等の実績について

令和２

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度
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　　　　　　様式４

① プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

② 体制の目的

③ 具体的な構成員

④ 履修者数・履修率の向上に向けた計画

令和３年度実績 52% 令和４年度予定 77% 令和５年度予定 97%

令和６年度予定 97% 令和７年度予定 97% 収容定員（名） 960

本申請プログラムは，令和３年度より新設した「データサイエンス入門」（１年後期，選択）および従

来より情報関連リテラシーを学ぶ「情報機器概論」（１年前期，必修）のともに全額共通科目からな

る．「情報機器概論」は必修科目であり，原則全員が受講する．よって，選択科目である「データサ

イエンス入門」の履修者率を向上させることが要件となる．このため，入学時の新入生ガイダンスの

中で，本学独自のDSOPに関する説明と併せて，「データサイエンス入門」を積極的に受講するよう

に説明を行っている．すでに高い履修率となっていることから，この履修率を下げないための方策

を引き続きおこなっていくこととなる．すなわち

１）入学時ガイダンスにおいて，DSOPおよび本申請プログラムに関して，説明を行いデータサイエン

スに対する受講意欲を高めていく方策を継続する．

２）該当科目に関する授業フィードバックを学生に公開する．

３）授業フィードバックに基づき，授業内容の改善検討をDSOP-WGで継続して行う．

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

データサイエンス・オープンプログラム・運営委員会(略称　DSOP-WG)

データサイエンス教育に関する本学独自の取り組みとして，令和３年度入学生以降を対象として

「データサイエンスオープンプログラム（略称DSOP）」を設置し，データサイエンスの専門性を体系

だてて学ぶためのモデルコースを示し，修了生を認定するプログラムを立ち上げている．このDSOP

およびデータサイエンス教育の計画，実行に関わる委員会として，DSOP-WGを設置，本申請に関し

ても，このDSOP-WGにおいて，審議実行していく．

本学はシステム情報科学部の単一学部，情報アーキテクチャ学科，複雑系知能学科の２学科から

構成されており，DSOP-WGの構成員は以下のとおりである．

複雑系知能学科

鈴木恵二　教授／副学長／委員長

花田 光彦　教授

情報アーキテクチャ学科

中小路 久美代　教授

奥野 拓　教授

南部 美砂子　准教授

具体的な計画
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⑤ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑥ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

本教育プログラムとして必修科目2科目(4単位)の取得を修了要件としている．

両科目は，全学共通授業科目として開講されており，情報機器概論は必修科目として設定されてい

る．データサイエンス入門は選択科目となっており，全ての１年生が希望しても受講可能な教室（コ

ロナ状況ではオンライン対応）で希望する学生全員が受講可能である．

新入生向けガイダンスにおいて本学で実施しているDSOPおよび本申請教育プログラムについて説

明，周知を継続する．

また，大学HPの学生向けページ，データサイエンス教育プログラム関連ページについて掲載し学

生へ周知を深める．

さらに，大学の広報課などとも連携を行い，本学学生およびオープンキャンパスに参加した本学入

学希望となりうる高校生等も含めて，SNSでも積極的に発信を行っていく．
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⑦ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑧

本プログラムの必修科目のうち「情報機器概論」は，大学の履修要件において全学部生の必修科

目であるため，全学部生が履修する．「データサイエンス入門」は，1学年240名の定員に対して，３

００名収容可能な教室を用いて行うため，希望者全員が受講可能である．なお，コロナ禍において

は，教室の収容人数に制限を持たせたこともあり，オンラインでの授業体制を実施しており，多くの

受講希望者が履修できる環境にある．また，授業内ではプログラミングの演習を行うこともあるた

め，他のプログラミング演習等の授業で，事前にプログラミング環境について必修科目の中で基礎

的な習得が進められている．さらにTAを配置することにより，学生の疑問，質問，相談事項を迅速

に汲み上げ，解決できる体制をとっている．

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学においては、オンライン学修支援システムHope(LMS)を活用しており、授業 時間外においても

質問を受付している．本プログラムの必修科目である「データサイエンス入門」，「情報機器概論」に

おいても，Hopeを使用することで授業時間外においても質問を受付している. また，授業では毎回

の課題提出を行うことで，学生の理解を深め、 質問の受付の機会を増やしている，
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様式５

① 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

「情報機器概論」は全般的な情報リテラシーを習得させようとするものであり，特に本申請プログラムで対象となる情報

セキュリティー関連は，第２回目で扱われており，早期の修得理解，実践へ結びつけている．全般的に修得成績は良好

である．

データサイエンス入門は，全体的な概論に続き，pythonによるプログラミングを通じでデータに関するリテラシーを習得

し，後半で研究応用，社会実装をテーマとしたグループ形式での取り組みをおこなっている．プログラムの修得状況，グ

ループワークの成果共に全体的に良好となっている．

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

本申請プログラムの中心となる科目「データサイエンス入門」は，令和2年度に開講された.

また、「情報機器概論」は、それ以前より１年次学部共通専門科目の必修科目として開講されている．

これまでの本プログラムの履修者数とし、履修状況, 修了状況は様式3にある様に

令和２年 履修者数 252名 修了者数 167名

令和３年 履修者数 246名 修了者数 177名

である．ほぼ入学者の全員が履修し，７割の修得状況となっている．
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学生アンケート等を通じた学

生の内容の理解度

各学期終了時までに，全科目で学生からの授業フィードバックとしてアンケート調査をおこなっている．

このアンケート調査から，「情報機器概論」では約７割の学生が授業目標を達成したと答えており，満足度も９割を超え

ている．

「データサイエンス入門」においては，約６割の学生が授業目標を達成したと答えており，満足度も８割を超えている．特

にデータサイエンスを学び理解する必要性を理解したとの声が見られた．

学生アンケート等を通じた後

輩等他の学生への推奨度

「情報機器概論」は情報に関するリテラシーを習得させるものであることから，「未来大生として知っておくべき基本的な

知識について学べます。」「技術者としてあるべき姿勢、現在の世界の技術の基本などをわかりやすくまとめた授業で未

来大がどのような大学であるかが一番わかる授業だと思います。」「わからない事柄や興味を持ったトピックについては、

講義後、次の講義までに検索したり、本を読んだりしてみてください。一つの用語の意味を抑えること、一つの概念につ

いて理解を深めること、これらは他の学びと有機的に有機的につながり、学ぶことが楽しくなります。」などの後輩に向け

た推奨が見られた．

「データサイエンス入門」においては，「データサイエンティストの一端を知ることが出来るので、データサイエンティストに

なりたいと思っている人もそうでない人も気軽に参加するといいと思う。」「データを集めたあとの分析に関するプログラミ

ングを勉強する授業です。なかなか難しいですがその分動いたときは面白いと思います。人によってはこの授業で進路

を決めたりすることもあるかもしれません。」「AIに興味のある人にとっては、興味深い講義になると思った。」等の後輩向

けた推奨が見られた．

全学的な履修者数、履修率

向上に向けた計画の達成・

進捗状況

履修者数の実績に見られるように，選択科目として設定されている「データサイエンス入門」においても，１年次の学生は

ほぼ全員履修している状況にある．今後はこの履修率を落とさずに継続することが必要であり，入学時の新入生ガイダ

ンスでの説明等を継続しておこなっていく．また，本学への入学者数が多い高校およびオープンキャンパスへの参加者

などを対象に，データサイエンスの入門ビデオ配信「FUNオープンユニバーシティデータサイエンス入門」を昨年度末開

始した．(https://www.fun.ac.jp/openuni-ds).　この取り組みにより，入学以前からデータサイエンスへの興味を高め，本

学入学後の修得向上へつながるものと期待される．
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学外からの視点

教育プログラム修了者の進

路、活躍状況、企業等の評

価

本教育プログラムは，開始３年目となっており，まだ卒業生が出ていない状況ではある．これまでの卒業生の就職率は

97％となっており，そのほとんどが情報関連企業への就職となっている．本学の特徴的な取り組みとしては，３年次通年

で行うプロジェクト学習（PBL)があり，学生グループの自主的な学びの活動により，解のない問題に対して解決を図って

いくことや，社会実装をおこなっていく課題などを通じて，自主性，チームワーク能力，リーダーシップ能力を習得させて

いる点にあり，ITに関わる専門性の高さと併せて，企業から高い評価を受けている．このような評価を本プログラムはさら

に底上げするものと期待している．また近年，データサイエンティスト限定の採用枠を設定する企業もあり，そのような採

用枠で内定を取得する学生も出てきており，本申請プログラムを起点としてデータサイエンティストとして採用される学生

の増加が期待される．

産業界からの視点を含めた

教育プログラム内容・手法等

への意見

卒業生が就職した先の企業への聞き取り調査および就職した学生本人からの聞き取り調査などを定期的におこなって

いる．まだ本プログラムの成果とは言えない状況であるが，概ね高い評価を得ている．今後，このような調査を継続し，

本プログラムの効果を明確化するとともに，改善を進める．
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②自己点検・評価体制における意見等を公表しているアドレス

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

プログラミングを取り入れ，単に受け身の授業とならないようにすることや，その際にまだ慣れないプログラミン
グに対して，質問事項にすぐに相談できるようにTAを配置するなどの工夫に加え，グループでの調査，討論，
レポート取りまとめなどを行うことにより，常に先端事例を学ぶことができるとともに，学生間での相互理解を深
める工夫も取り入れている．

https://www.fun.ac.jp/news/16911

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

「データサイエンス入門」を担当する教員は，前半部分を深層学習分野においてトップクラスの研究者と，高度
な脳波計測に基づき脳科学分野の先端研究者が担当しており，ともに他の授業においても学生からの授業評
価が高い教員が担当している．後半部分は，数理モデル専門家，人工知能専門家，データマイニング専門家，
Ai活用による遠隔手術など高度医療情報専門家，情報デザイン専門家，人工知能を使った大学発ベンチャー
を立ち上げた人工知能専門家にそれぞれ担当し，最先端の研究事例や社会実装に関することの講義となって
いる，また受講者でグループを作り，ネットから関連事例を探し，グループデスカッションを通してレポートをまと
めるなどの工夫も行っている．このような工夫もあって授業フィードバックからも，データサイエンスおよびAIを学
ぶ意義を学生が理解していることが伺え，その成果が見られる．また，毎年内容の改善に努めている．
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ᵎᵎᵖ ऴإἳἙỵỴᅈ˟ᛯ ᢠ৸ ᵎᵕᵗ ࣖဇૠܖᴾᵧ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵔᵑ ဃཋཋྸỉؕᄽ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵏᵎ ᚕᛖểᅈ˟ ᢠ৸ ᵎᵖᵎ ࣖဇૠܖᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ ṻ ᵏᵔᵒ ᙐᩃኒᅹܖἚἦἕἁἋ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵏᵏ ˷ୗểͤࡍᴾᵧ ᢠ৸ ᵎᵖᵏ ᄩྙὉወᚘܖ ̲࣏ ṻ ṻ ᵏᵔᵓ щؕܖᄽ ̲࣏ ṻ

ᵎᵏᵑ ২ᘐᎍ͒ྸ ̲࣏ ᵎᵖᵐ ᄩྙὉወᚘܖ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵔᵔ ࣖဇૠܖᴾᵧ ̲࣏ ṻ

ṺЭ஖ᨼɶ᧏ᜒᅹႸ ᵎᵖᵑ ᚕᛖểỼὊἚἰἚὅࡸ࢟ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵏᵔᵕ ࣖဇૠܖᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ

ᵎᵏᵓ ʴ᫏૨ଢỉᐻʧӪ ᢠ৸ ᵎᵖᵒ ऴإἙἈỶὅᴾᵧ ̲࣏ ṻ ᵏᵔᵖ ᄩྙὉወᚘܖ ̲࣏ ṻ

ᵎᵏᵔ ඥểᅹܖ২ᘐ ᢠ৸ ᵎᵖᵓ ऴإἙἈỶὅ๫፼ᴾᵧ ̲࣏ ṻ ᵏᵔᵗ ऴإϼྸ๫፼ᴾᵧ ̲࣏ ṻ

ᵎᵏᵖ ˟ểᅈࣱڡ ᢠ৸ ᵎᵖᵔ ऴإᘙྵؕᄽᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵏᵕᵎ ἢὊἓἵἽὉỶὅἂἼἕἉἷὉἩἿἂἻἲᴾᵧᵧᵧ ̲࣏ Ṽ Ṽ

ᵎᵐᵎ ཋឋỉᅹܖ ᢠ৸ ᵎᵖᵕ ऴإᘙྵؕᄽ๫፼ᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵏᵕᵐ ỴἽἆἼἌἲểἙὊἑನᡯ ̲࣏ Ṽ Ṽ

ᵎᵐᵐ ˟ểᅈ؏ע ᢠ৸ ᵎᵖᵖ ἢὊἓἵἽὉỶὅἂἼἕἉἷὉἩἿἂἻἲᴾᵧᵧᵧ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ṺᇹᾃἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵡ ᵰ

ᵎᵐᵒ ྵˊỉᅹܖ ᢠ৸ ᵎᵗᵎ ỴἽἆἼἌἲểἙὊἑನᡯ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵏᵕᵒ ᚕᛖểỼὊἚἰἚὅࡸ࢟ ̲࣏ Ṽ

ᵎᵐᵓ ᅹܖ২ᘐἅἱἷἝἃὊἉἹὅλᧉ ᢠ৸ ṺᇹᾃἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵲ ᵧ ᵢ ᵏᵕᵓ ἉἋἘἲểࣇЎ૾ᆉࡸ ̲࣏ ṻ

Ṻࢸ஖᧏ᜒᅹႸ ᵎᵗᵐ Ἅὅἇܖ߻ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵏᵕᵔ ऴإϼྸ๫፼ᴾᵧẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅᴾḤẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅ̲࣏ ṻ

ᵎᵐᵕ ऴإငಅᛯ ᢠ৸ ᵎᵗᵑ ἡὊἛỸỹỴᚨᚘ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵕᵕ ᙐᩃኒᅹ᬴ܱܖẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅẅḤ ̲࣏ ṻ

ᵎᵐᵖ ࿢ؾểငಅ ᢠ৸ ᵎᵗᵑ ἡὊἛỸỹỴᚨᚘ ̲࣏ ṻ ᵏᵕᵗ ἉἋἘἲૠܖᴾᵧ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵎ ྵˊἙἈỶὅᛯ ᢠ৸ ᵎᵗᵒ ἡὊἛỸỹỴᚨᚘ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵖᵎ ᄩྙᛯểऴྸإᛯ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵏ ឪಅܼểẲềỉᐯᇌ ᢠ৸ ᵎᵗᵓ ऴإϼྸ๫፼ᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵏᵖᵏ ኺฎἉἋἘἲλᧉ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵑ ᅈ˟ểኺฎỉ৭੮ ᢠ৸ ᵎᵗᵔ ʴ߻ჷᏡؕᄽ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵏᵖᵐ ऴإˊૠểᇷӭྸᛯ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵓ ᅈ˟࣬ेỉഩỚ ᢠ৸ ᵎᵗᵕ ʴ߻ჷᏡؕᄽ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵖᵑ ʴ߻ჷᏡؕᄽ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵕ ܖྸ࣎ ᢠ৸ ᵎᵗᵗ ᛐჷܖྸ࣎ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵏᵖᵓ ဃԡऴܖإ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵖ ᅹܖӪὉᅹܖՋܖ ᢠ৸ ᵏᵎᵎ ᛐჷܖྸ࣎๫፼ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵏᵖᵔ щࣖܖဇ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵑᵗ ෙỉᅹܖ ᢠ৸ ᵏᵎᵏ ỼἬἾὊἉἹὅἌἼἇὊἓ ̲࣏ ṻ ṻ ᵏᵖᵕ ᾐᾘἩἿἂἻἱὅἂᴾᵧ ̲࣏ ṻ

ᵎᵒᵏ ႆᢋểܖ፼ ᢠ৸ ᵏᵎᵐ ἉἋἘἲܖ߻ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵏᵖᵖ Ἅὅἇܖ߻ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵒᵑ ἳἙỵỴỉᅹܖ ᢠ৸ ᵏᵎᵑ ἏἧἚỸỹỴᚨᚘᛯᴾᵧ ̲࣏ ṻ ṻ ᵏᵖᵗ ἏἧἚỸỹỴᚨᚘᛯᴾᵧ ᢠ৸ Ṻ

Ṻࢸ஖ᨼɶ᧏ᜒᅹႸ ᵏᵎᵑ ἏἧἚỸỹỴᚨᚘᛯᴾᵧ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵗᵏ ἙὊἑἫὊἋܖ߻ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵒᵒ ἅἱἷἝἃὊἉἹὅᛯ ᢠ৸ ᵏᵎᵓ ἙὊἑἫὊἋܖ߻ ̲࣏ ṻ ṻ ᵏᵗᵑ ἡὊἛỸỹỴᚨᚘ ᢠ৸ Ṻ

Ṻᡫ࠰᧏ᜒᅹႸ ᵏᵎᵕ ἙὊἑἫὊἋܖ߻ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵗᵒ ऴإϼྸ๫፼ᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵒᵓ ˷ୗểͤࡍᴾᵧᵧ ᢠ৸ ᵏᵎᵗ ᩓൢׅែ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵏᵗᵓ ᩓൢׅែ ᢠ৸ Ṻ

ṲἅἱἷἝἃὊἉἹὅᅹႸ፭ ᵏᵏᵏ ᚕᛖểỼὊἚἰἚὅࡸ࢟ ᢠ৸ Ṻ ᵏᵗᵕ ᛐჷܖྸ࣎ ̲࣏ ṻ

ᵎᵒᵔ ἅἱἷἝἃὊἉἹὅᴾᵧ ̲࣏ ᵏᵏᵐ ऴإἙἈỶὅᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵏᵗᵗ ᛐჷܖྸ࣎๫፼ ̲࣏ ṻ

ᵎᵒᵖ ἅἱἷἝἃὊἉἹὅᴾᵧᵧ ̲࣏ ᵏᵏᵑ ऴإἙἈỶὅ๫፼ᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵐᵎᵎ ࡸЎ૾ᆉࣇ ̲࣏ ṻ

ᵎᵓᵎ ἅἱἷἝἃὊἉἹὅᴾᵧᵧᵧ ̲࣏ ᵏᵏᵒ ऴإᘙྵؕᄽᴾᵧᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵐᵎᵏ ʴ߻ჷᏡዓᛯ ̲࣏ ṻ

ᵎᵓᵐ ἅἱἷἝἃὊἉἹὅᴾᵧᵴ ̲࣏ ᵏᵏᵔ ऴإᘙྵؕᄽ๫፼ᴾᵧᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵐᵎᵐ ἢὊἓἵἽὉỶὅἂἼἕἉἷὉἩἿἂἻἲᴾᵧᵴ ̲࣏ Ṽ Ṽ

Ṳᾀ࠰ഏܖᢿσᡫݦᧉᅹႸ፭ ᵏᵏᵖ ἢὊἓἵἽὉỶὅἂἼἕἉἷὉἩἿἂἻἲᴾᵧᵴ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ṺᇹᾄἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵡ ᵰ

ṺᇹᾀἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ṺᇹᾄἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᾣ ᵧ ᵢ ᵐᵎᵒ ἣἑὊὅᛐᜤ ᢠ৸ Ṻ Ṻ

ᵎᵓᵒ ऴإೞ֥ಒᛯ ̲࣏ ᵏᵐᵎ ἉἋἘἲሥྸ૾ඥᛯ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵎᵓ ỼἬἾὊἘỵὅἂἉἋἘἲ ̲࣏ ṻ

ᵎᵓᵔ ዴ࢟ˊૠܖᴾᵧ ̲࣏ ᵏᵐᵐ ἏἧἚỸỹỴᚨᚘᛯᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵎᵔ ỼἬἾὊἘỵὅἂἉἋἘἲ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵓᵕ ᚐௌܖᴾᵧ ̲࣏ ᵏᵐᵐ ἏἧἚỸỹỴᚨᚘᛯᴾᵧᵧ ̲࣏ ṻ ᵐᵎᵕ ỽỼἋὉἧἻἁἑἽᴾᵧ ̲࣏ ṻ

ᵎᵓᵖ ૠܖዮӳ๫፼ᴾᵧ ̲࣏ ᵏᵐᵑ ἤἷὊἰὅỶὅἑἧỹὊἋ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵐᵎᵖ ἄὊἲྸᛯ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵓᵗ ऴإᘙྵλᧉ ̲࣏ ᵏᵐᵒ ဒ΂ᛐᜤ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵎᵗ ἉἋἘἲểࣇЎ૾ᆉࡸዓᛯ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵏ ᅹܖ২ᘐἼἘἻἉ ̲࣏ ᵏᵐᵓ ऴإ἟ἕἚὁὊἁ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵐᵏᵎ ἉἋἘἲૠܖᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵐ ཋྸܖλᧉ ᢠ৸ ᵏᵐᵔ ỼἬἾὊἉἹὅἌἼἇὊἓ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵏᵏ ऴإ἟ἕἚὁὊἁ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵑ ἢὊἓἵἽὉỶὅἂἼἕἉἷἩἿἂἻἲᴾᵧ ̲࣏ ᵏᵐᵕ ỼἬἾὊἘỵὅἂἉἋἘἲ ̲࣏ ṻ ṻ ᵐᵏᵐ ̮ӭϼྸؕᄽ ᢠ৸ Ṻ

ṺᇹᾁἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵏᵐᵖ ỼἬἾὊἘỵὅἂἉἋἘἲ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵏᵑ ૠ͌ᚐௌ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵓ ዴ࢟ˊૠܖᴾᵧᵧ ̲࣏ ᵏᵐᵗ ἟ἕἚὁὊἁᡫ̮ྸᛯ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵏᵒ ဃԡᅹܖểᙐᩃኒ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵔ ᚐௌܖᴾᵧᵧ ̲࣏ ᵏᵑᵎ ἙὊἑἇỶỺὅἋ๫፼ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵏᵓ ᙐᩃኒᚘምᛯ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵕ ૠܖዮӳ๫፼ᴾᵧᵧ ̲࣏ ᵏᵑᵏ ἤἷὊἰὅỶὅἑἧỹὊἋ๫፼ ̲࣏ ṻ ᵐᵏᵔ ỼἬἾὊἉἹὅἌἼἇὊἓ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵖ ऴإૠܖ ̲࣏ ᵏᵑᵐ ᬴ܱὉᛦ௹ἙὊἑᚐௌ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵏᵕ ᾐᾘἩἿἂἻἱὅἂᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵔᵗ ऴإᘙྵؕᄽᴾᵧ ̲࣏ ᵏᵑᵑ ჷᙾἉἋἘἲᛯ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵏᵗ ἤἷὊἰὅỶὅἑἧỹὊἋ ̲࣏ ṻ

ᵎᵕᵎ ἩἿἂἻἱὅἂؕᄽ ̲࣏ ᵏᵑᵓ ἉἋἘἲऴإᅹܱܖ፼ᵆᡫ࠰ᵇ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵐᵐᵎ ဒ΂ܖ߻ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵕᵏ ᩓؕܖ߻܇ᄽ ᢠ৸ ᵏᵑᵔ ˖ಅܱ፼ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵐᵏ ᐯࢷἉἋἘἲ ᢠ৸ Ṻ

ᵎᵕᵐ ἙὊἑἇỶỺὅἋλᧉ ᢠ৸ ṺᇹᾅἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᾣ ᵧ ᵢ ᵐᵐᵑ ऴإ἟ἕἚὁὊἁ ̲࣏ ṻ

ᵎᵕᵑ ἢὊἓἵἽὉỶὅἂἼἕἉἷἩἿἂἻἲᴾᵧᵧ ̲࣏ ᵏᵑᵕ ὁὊἁἩἾỶἋᛯ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵐᵒ Сྸࣂᛯ ᢠ৸ Ṻ

ṲἅὊἋಒᙲể̲ޗἴἙἽ ᵏᵑᵗ ỶὅἑἻἁἘỵἨἉἋἘἲ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵐᵓ ᛐჷἉἋἘἲᛯ ᢠ৸ Ṻ

ṺऴإỴὊỿἘἁἓἵܖᅹ ᵏᵒᵏ ἅὅἦἷὊἑἂἻἧỵἕἁἋ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵐᵔ ἉἋἘἲऴإᅹܱܖ፼ᵆᡫ࠰ᵇ ̲࣏ Ṽ Ṽ

ᵐᵓᵎ ऴإἉἋἘἲἅὊἋấợỎ᭗ࡇᾘᾒᾣἅὊἋ ᵏᵒᵐ ἅὅἦἷὊἑἂἻἧỵἕἁἋ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵐᵕ ˖ಅܱ፼ ᢠ৸ Ṻ Ṻ

ᵐᵓᵐ ऴإἙἈỶὅἅὊἋ ᵏᵒᵑ ἟ἕἚὁὊἁἍỿἷἼἘỵ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ṺᇹᾅἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵡ ᵰ

ṺᙐᩃኒჷᏡܖᅹ ᵏᵒᵒ ᪦٣᪦ಏϼྸ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵐᵖ ἝἷὊἿἅὅἦἷὊἘỵὅἂ ᢠ৸ Ṻ Ṻ

ᵐᵓᵒ ᙐᩃኒἅὊἋ ᵏᵒᵓ ἉἋἘἲἩἿἂἻἱὅἂ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵐᵗ ỽỼἋὉἧἻἁἑἽᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵓᵔ ჷᏡἉἋἘἲἅὊἋ ᵏᵒᵓ ἉἋἘἲἩἿἂἻἱὅἂ ̲࣏ ṻ ᵐᵑᵎ ἙὊἑἫὊἋܖ߻ ᢠ৸ Ṻ

Ṳ̲ಅ࠰ᨂấợỎ࠰ܖנᨂሁ ᵏᵒᵔ ʴ߻ჷᏡểἳἙỵỴ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵑᵐ ऴإϼྸ๫፼ᴾᵧᵧ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵓᵖ ̲ಅ࠰ᨂấợỎ࠰ܖנᨂሁ ᵏᵒᵕ ɳЗЎ૝ϼྸ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵑᵑ ̮ӭϼྸࣖဇ ᢠ৸ Ṻ

Ṳҡಅᙲˑ ᵏᵒᵖ ἩἿἊỹἁἚἰ἟ὊἊἳὅἚ ᢠ৸ Ṻ Ṻ ᵐᵑᵒ ᙐᩃኒᅹܖ๫፼ ̲࣏ ṻ

ᵐᵔᵎ ऴإỴὊỿἘἁἓἵܖᅹ ᵏᵒᵖ ἩἿἊỹἁἚἰ἟ὊἊἳὅἚ ̲࣏ ṻ ᵐᵑᵓ ૠྸऴإᅹܖ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵔᵏ ᙐᩃჷᏡܖᅹ ᵏᵒᵗ ἴἙἽ҄ểᙲ൭᧏ႆ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵑᵔ ࣖဇἙὊἑᚐௌ ᢠ৸ Ṻ

Ṳᜒ፯ᅹႸỉᣐ࠰࢘ഏấợỎҥˮૠ ᵏᵒᵗ ἴἙἽ҄ểᙲ൭᧏ႆ ̲࣏ ṻ ᵐᵑᵕ ᙐᩃኒểऴإϼྸ ᢠ৸ Ṻ

ṺऴإỴὊỿἘἁἓἵܖᅹ ᵏᵓᵎ ἸὊἈὉἍὅἑὊἛὉἙἈỶὅ ̲࣏ ṻ ᵐᵑᵖ ỶὅἑἻἁἘỵἨἉἋἘἲ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵔᵐ ऴإἉἋἘἲἅὊἋ ᵏᵓᵏ ἸὊἈὉἍὅἑὊἛὉἙἈỶὅ๫፼ ̲࣏ ṻ ᵐᵒᵎ ἅὅἦἷὊἑἂἻἧỵἕἁἋ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵔᵒ ᭗ࡇᾘᾒᾣἅὊἋ ᵏᵓᵐ ἙὊἑỉӧᙻ҄ ᢠ৸ Ṻ Ṻ Ṻ ᵐᵒᵏ ἿἮἘỵἁἋ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵔᵔ ऴإἙἈỶὅἅὊἋ ᵏᵑᵓ ἉἋἘἲऴإᅹܱܖ፼ᵆᡫ࠰ᵇ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵐᵒᵐ ᪦٣᪦ಏϼྸ ᢠ৸ Ṻ

ṺᙐᩃኒჷᏡܖᅹ ṺᇹᾆἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᾣ ᵧ ᵢ ᵐᵒᵑ ʴ߻ჷᏡểἳἙỵỴ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵔᵖ ᙐᩃኒἅὊἋ ᵏᵓᵑ ἏἧἚỸỹỴἩἿἍἋểԼឋ ᢠ৸ Ṻ ᵐᵒᵒ Ў૝ңᛦἉἋἘἲ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵕᵎ ჷᏡἉἋἘἲἅὊἋ ᵏᵓᵑ ἏἧἚỸỹỴἩἿἍἋểԼឋ ̲࣏ ṻ ᵐᵒᵓ ἙὊἑỉӧᙻ҄ ᢠ৸ Ṻ Ṻ

ṲἙὊἑἇỶỺὅἋỼὊἩὅἩἿἂἻἲίᵢᵱᵭᵮᵇ ᵏᵓᵒ ᾘᾣỴὊỿἘἁἓἵಒᛯ ̲࣏ ṻ ᵐᵐᵔ ἉἋἘἲऴإᅹܱܖ፼ᵆᡫ࠰ᵇ ̲࣏ Ṽ Ṽ

ᵐᵕᵐ ᵢᵱᵭᵮಒᙲ ᵏᵓᵓ ऴإἙἈỶὅཎᛯ ᢠ৸ Ṻ ṺᇹᾆἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵡ ᵰ

ᵐᵕᵑ ᵢᵱᵭᵮἅὊἋКᅹႸɟᚁ ᵏᵓᵔ ҡಅᄂᆮίᡫ࠰ὸ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵐᵒᵔ ἨἾỶὅἇỶỺὅἋ ᢠ৸ Ṻ Ṻ

ᵐᵕᵓ ᵢᵱᵭᵮ̲ޗἴἙἽ ṺᇹᾇἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᾣ ᵧ ᵢ ᵐᵒᵕ ဒ΂ܖ߻ ᢠ৸ Ṻ

ṲܱѦኺ᬴ỉẝỦ૙ՃỆợỦ੉ಅᅹႸɟᚁ ᵏᵓᵕ ᾘᾣὉἥἊ἟ἋἋỿἽ ̲࣏ ṻ ᵐᵒᵖ ኺฎܖཎᛯ ᢠ৸ Ṻ

ᵐᵕᵔ ܱѦኺ᬴ỉẝỦ૙ՃỆợỦ੉ಅᅹႸɟᚁ ᵏᵓᵔ ҡಅᄂᆮίᡫ࠰ὸ ̲࣏ Ṽ Ṽ Ṽ ᵐᵒᵗ ҡಅᄂᆮίᡫ࠰ὸ ̲࣏ Ṽ Ṽ

ṺᇹᾇἍἳἋἑὊ᧏ᜒᅹႸ ᵡ ᵰ

Ṳϻ̊ ᵐᵒᵗ ҡಅᄂᆮίᡫ࠰ὸ ̲࣏ Ṽ Ṽ

ᵲ ऴإἉἋἘἲἅὊἋ

ᅹႸ̲࣏ᅹܖᢿộẺỊܖṼẅ̲࣏ ᾘ ᭗ࡇᾘᾒᾣἅὊἋ Ḥ

ᅹႸ̲࣏ṻẅἅὊἋ̲࣏ ᵢ ऴإἙἈỶὅἅὊἋ

ᢠ৸ṺẅἅὊἋỂᢠ৸ửਖ਼ڜẴỦᅹႸ ᙐᩃኒჷᏡܖᅹ

ᵡ ᙐᩃኒἅὊἋ

ᵰ ჷᏡἉἋἘἲἅὊἋ

ᵆදᵇẅᜒ፯Ị᧏ᜒẲễẟئӳầẝụộẴỉỂύᵵᵣᵠਫ਼ᅆெሁỉऴإửắᚁẪẻẰẟẇ

Ṳ૙᫱ؕᄽᅹႸ፭

ᾁ὿ᾁᾁᜒࡇ࠰፯ᙲ᪮ẅႸഏίᾁ὿ᾁ὿ࡇ࠰ˌᨀλܖᎍݣᝋὸ

ṲᙐᩃኒჷᏡܖᅹݦᧉᅹႸ፭

ऴإϼྸ๫፼ᴾᵧᴾểᙐᩃኒᅹ᬴ܱܖỊᢠ৸̲࣏

ऴإỴὊỿἘἁἓἵܖᅹ

17

Keiji Suzuki

Keiji Suzuki

Keiji Suzuki



プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）の設置規則等 

本認定プログラムは，本学独⾃の認定プログラムである「データサイエンスオープンプログラム（略称 DSOP）」の運⽤，改善，進化を担当する 

• データサイエンスオープンプログラム運営委員会
で対応するものであり，下記委員会構成の表の通り教授会で承認されたものである．本学は，単⼀学部⼆学科からなる⼤学で，教員数７０名程度と
なっており，全員が出席する教授会で，常に密に情報交換をおこなっていることもあり，特に本運営委員会に関する規定は設けていない． 
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公立はこだて未来大学評価委員会規程
（平成２０年公立大学法人公立はこだて未来大学規程第１２号）

　（設置）
第１条　公立はこだて未来大学（以下「本学」という。）に公立はこだて未来大学評価委員会（以
下「委員会」という。）を置く。
　（所掌事項）
第２条　委員会は，次に掲げる事項を審議する。

(1)自己点検・評価に関すること。
(2)認証評価機関による評価に関すること。
(3)公立大学法人の中期計画および年度計画の進行管理に関すること。
(4)その他点検・評価に関すること。
（組織）
第３条　委員会は，次に掲げる者を委員として組織する。

(1)本学の専任の教授，准教授，講師および助教のうちから学長が指名する者
(2)企画総務課長，財務・研究支援課長および教務課長
（委員の任期）
第４条　委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員により新たに委員となった者の任
期は，前任者の残任期間とする。
　（委員長）
第５条　委員会に委員長を置き，学長が指名する。
　（会議）
第６条　委員長は，委員会の会議を招集し，その議長となる。
２　委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員がその職務を代理する。
３　委員会の会議は，委員の過半数の出席がなければ開くことができない。
４　委員会の会議において議決を要する事項は，出席委員の過半数によって決定し，可否同数のと
きは，議長の決するところによる。
　（委員以外の者の出席）
第７条　委員長が必要と認める場合は，委員会の会議に委員以外の者の出席を求め，その意見を聴
くことができる。
　（庶務）
第８条　委員会の庶務は，事務局企画総務課において処理する。
　（補則）
第９条　この規程に定めるもののほか，必要な事項は，委員長が別に定める。
　　　附　則
　この規程は，平成２０年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成２１年４月１日規程第３号）
　この規程は，平成２１年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成２２年４月１日規程第４５号）
　この規程は，平成２２年４月１日から施行する。

法人規程集 ホーム
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公立はこだて未来大学・数理・データサイエンス・AI教育プログラム(リテラシーレベル)

データサイエンスオープンプログラム(DSOP)
公立はこだて未来大学では，データサイエンスを体系立てて
習得するための，独自の認定プログラムDSOPを令和2年度よ
り開始．各コースの特性を考慮した履修モデルに沿って修得
することで，データサイエンティストとしての素養，専門知

識を身につけられるものとしている．

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
(リテラシーレベル)認定制度

n DSOPの入門科目である「データサイエンス入門」および必修科目「情報機器概論」
の２科目４単位の修得に対して，DSOPにおけるリテラシーべレルとしての
認定を行う．

n リテラシーレベルにて身に付けることができる能力
l データサイエンスの基本的な考え方を理解する．
l 人工知能等データサイエンスの手法について理解する．
l 統計解析向きプログラミング言語を用いて，データ解析を行うことができる．
l データサイエンスと社会との関わりおよび発展的なトピックを理解する．

n 認定条件
l DSOPにおいてリテラシーレベルを構成する下記4単位の取得を認定要件とす
る．
① データサイエンス入門（２単位）
（１年次学部共通科目・選択科目）
② 情報機器概論（２単位）
（ １年次学部共通科目・必修科目）

+ 情報機器概論（必修科⽬）

・古⽂書が読めたら⾯⽩いのに!
画像認識による解読システム構築

・フードロスを無くしていこう！
カメラによるブッフェ料理量消費判断

・脳の仕組みをもっと知りたい！
脳活動データの分析

・⼈間だけが賢いの？
粘菌の知的⾏動の抽出

・函館観光をもっと楽しんでもらいたい！
観光⽀援システムの開発

・もっと気軽にお出かけしたい！
リアルタイムフルデマンド便乗システムの開発
・美味しいお⿂をずっと⾷べたい!
マリンITによる持続的漁業⽀援

・みんなが喜ぶ物語を作りたい!
AIによる物語⾃動⽣成

n 本学独⾃の研究事例・社会実装事例を含んだデータサイエンス教育
l 創作・社会システムl 画像・⾳声認識

リテラシーレベルの認定を
きっかけとして，更なる
レベルアップ，プログラム
全体習得への動機付けへ

高度な専門知識を
体系立てて駆使できる
データサイエンティストへ
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৚ๅεητϞαʖηɾ߶ౕ,&7αʖη
'6Ռ໪ۢ܊෾ Ռ໪໌ ֋غ࣎ߪ αʖη಼ སर೟ఈགྷ݇

'6೘໵Ռ໪܊ υʖνγ΢Φϱη೘໵ ޛ� મ୔ චਤ

ི֮ʀ౹ָܯ �઴ චर

೟எৼཀྵָ ޛ� චर

υʖνϗʖηָ޽ ޛ� චर

ΨϘϪʖεϥϱθϨγʖο ޛ� චर

υʖν$,ؖ࿊Ռ໪܊ ժ଀೟ࣟʤժ଀ָ޽ʥ �઴ મ୔ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

'6ԍसՌ໪܊
υʖνγ΢Φϱηԍस
ʤϏνʖϱ೟ࣟʥ

�઴ મ୔ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

೟எৼཀྵָԍस ޛ� චर

ϭʖέϕϪ΢η࿨ ޛ� મ୔

ϠυϩԿͳགྷٽ֋൅ ޛ� મ୔

৚ๅϜϋʖζϟϱφ࿨ �઴ મ୔

Խ੢Խֺॴཀྵ ޛ� મ୔

υʖν͹ՆࢻԿ ޛ� મ୔

΢ϱνϧέτΡϔεητϞ ޛ� મ୔

৚ๅυδ΢ϱαʖη
'6Ռ໪ۢ܊෾ Ռ໪໌ ֋غ࣎ߪ αʖη಼ སर೟ఈགྷ݇

'6೘໵Ռ໪܊ υʖνγ΢Φϱη೘໵ ޛ� મ୔ චਤ

ི֮ʀ౹ָܯ �઴ મ୔

೟எৼཀྵָ ޛ� චर

υʖνϗʖηָ޽ ޛ� મ୔

ΨϘϪʖεϥϱθϨγʖο �઴ મ୔

υʖν$,ؖ࿊Ռ໪܊ ժ଀೟ࣟʤժ଀ָ޽ʥ �઴ મ୔ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

'6ԍसՌ໪܊ ʀ௒ࠬυʖνմੵݩࣰ �઴ મ୔ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

೟எৼཀྵָԍस ޛ� චर

ϭʖέϕϪ΢η࿨ ޛ� મ୔

৚ๅϜϋʖζϟϱφ࿨ �઴ મ୔

Խ੢Խֺॴཀྵ ޛ� મ୔

υʖν͹ՆࢻԿ ޛ� મ୔

΢ϱνϧέτΡϔεητϞ ޛ� મ୔

܊࿊Ռ໪ָؖܯ౹

܊Ռ໪ેخ6'

'6Ԣ༽Ռ໪܊ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

܊࿊Ռ໪ָؖܯ౹

܊Ռ໪ેخ6'

'6Ԣ༽Ռ໪܊

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪
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෵ܧࡸαʖη
'6Ռ໪ۢ܊෾ Ռ໪໌ ֋غ࣎ߪ αʖη಼ སर೟ఈགྷ݇

'6೘໵Ռ໪܊ υʖνγ΢Φϱη೘໵ ޛ� મ୔ චਤ

ི֮࿨ �઴ චर

ི֮࿨ͳ৚ๅཀྵ࿨ ޛ� મ୔

εητϞ਼ָ,, �઴ મ୔

ਫ਼ໍ৚ๅָ ޛ� મ୔

υʖνϗʖηָ޽ ޛ� મ୔

ΨϘϪʖεϥϱθϨγʖο �઴ મ୔
਼ཀྵ৚ๅՌָ
ʤ෵ܧࡸՌָಝพιϝψʖ$ʥ

ޛ� મ୔

Ϗνʖϱ೟ࣟ �઴ મ୔

'6ԍसՌ໪܊
෵ܧࡸͳ৚ๅॴཀྵ
ʤ෼ཀྵͳ৚ๅॴཀྵ,ʥ

ޛ� મ୔ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ԣ༽υʖνմੵ
ʤ෵ܧࡸՌָಝพιϝψʖ%ʥ

ޛ� મ୔

৶ߺॴཀྵેخ �઴ મ୔

৶ߺॴཀྵԢ༽ ޛ� મ୔

υʖν͹ՆࢻԿ ޛ� મ୔

எ೵εητϞαʖη
'6Ռ໪ۢ܊෾ Ռ໪໌ ֋غ࣎ߪ αʖη಼ སर೟ఈགྷ݇

'6೘໵Ռ໪܊ υʖνγ΢Φϱη೘໵ ޛ� મ୔ චਤ

ི֮ʀ౹ָܯ �઴ චर

೟எৼཀྵָ ޛ� චर

܊Ռ໪ેخ6' υʖνϗʖηָ޽ ޛ� મ୔ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ϗνʖϱ೟ࣟ �઴ મ୔

ਕ޽எ೵କ࿨ ޛ� චर

'6ԍसՌ໪܊ $,ϕϫήϧϝϱή, ޛ� චर Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

೟எৼཀྵָԍस ޛ� චर

೟எεητϞ࿨ �઴ મ୔

Խ੢Խֺॴཀྵ ޛ� મ୔

υʖν͹ՆࢻԿ ޛ� મ୔

΢ϱνϧέτΡϔεητϞ ޛ� મ୔

'6Ԣ༽Ռ໪܊ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

܊࿊Ռ໪ָؖܯ౹

υʖν$,ؖ࿊Ռ໪܊

'6Ԣ༽Ռ໪܊ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

܊࿊Ռ໪ָؖܯ౹ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

܊Ռ໪ેخ6' Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪

υʖν$,ؖ࿊Ռ໪܊ Ռ໪͖܊Δ�Ռ໪
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	05_公立はこだて未来大学_自己点検・評価体制規則.pdf
	概要図.pdf
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